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Enterprise Developer チュートリアル 

メインフレーム COBOL 開発 : MQ メッセージ連携 

 

1. 目的 

本チュートリアルでは、CICS から入力したメッセージを MQ へ連携する方法の習得を目的としています。 

 

 

2. 前提 

● 使用した OS ： Red Hat Enterprise Linux 9.4 

● 使用した MQ ： IBM MQ 9.0.0.8 64-Bit 

● 使用マシンに Enterprise Developer １1J for Linux and UNIX がインストールされていること 

 

● MQ に対象とするキュー・マネージャーとキューが設定されており、正常に開始されていること。 

● CICS チュートリアルを終了していること。 

● Linux/UNIX チュートリアルを終了していること。 

 

 

3. 実施概要 

下記図の手順で MQ メッセージ連携を行います。 
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4. 環境変数の設定 

実行にあたり、次のように環境変数を設定する必要があります。 

 

1) SJIS ロケールの指定 

コマンド例）export LANG=ja_JP.sjis 

2) MQ 環境の指定 

コマンド例）. /opt/mqm/bin/setmqenv -s 

3) COBOL 実行環境の指定 

コマンド例）. /opt/mf/ED１１PU2/bin/cobsetenv 

4) COBOL 動作モードの指定 

コマンド例）export COBMODE=64 

本チュートリアルでは 64 ビットを使用しています。32 ビット指定も可能ですが、関連製品や実行ファイルのビット

数は一致させる必要があります。 

5) MQ の COPY ファイルパスを指定します。 

コマンド例）export COBCPY=/opt/mqm/inc/cobcpy64:$COBCPY 

6) MQ のロードライブラリパスを指定します。 

コマンド例）export LD_LIBRARY_PATH=/opt/mqm/lib64:$LD_LIBRARY_PATH 

 

 

5. Enterprise Server インスタンスと MQ の連携方法 

MQ 連携は XA リソースを使用した方法を推奨しています。MQ のトリガー機能をご利用の場合は別途 MQ リスナーが必要

になります。本チュートリアルでは推奨しているXA接続を実施します。連携方法の詳細は製品マニュアルをご参照ください。 

CICS インスタンスの構築に関しては [CICS チュートリアル] をご参照ください。 

 

1) インスタンスを管理する Enterprise Server Common Web Administration (以降 ESCWA と称す）では、

製品が提供する VSAM 外部セキュリティマネージャー（ESM）モジュールによるセキュリティがデフォルトで有効に

なっており、すべての処理において実行ユーザーの認証が行われます。 

 

まずはデフォルトユーザーと初期パスワードを取得します。 

 

次のコマンドを実行して、デフォルトユーザーと初期パスワードを取得します。 

mfsecretsadmin read microfocus/temp/admin 

 

上記例の場合、デフォルトユーザーは SYSAD、初期パスワードは hi_wvpvJ です。 

この情報は Linux マシンで稼働する ESCWA ログオン時に使用しますので、記憶しておいてください。 

 

デフォルトセキュリティを無効にすることもできますが、安全を確認後に実施してください。 

詳しくは製品マニュアルの [ここからはじめよう] > [Getting Started] にある [デフォルトセキュリティの構

成] チュートリアルをご参照ください。 
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2) Linux マシンの ESCWA を、ループバックモードをオフにして起動します。 

コマンド） 

cd $COBDIR/bin 

nohup escwa --BasicConfig.MfRequestedEndpoint="tcp:*:10086" --write=true < /dev/null > 

escwa.out 2>&1 & 

 

 

3) Enterprise Server インスタンスを運用、管理する Directory Server(以降 MFDS と称す)を起動します。 

Linuxマシンに作成されたEnterprise Serverインスタンスを制御するMFDSを、mfdsコマンドを使用して起

動します。32-bit 環境用には mfds32コマンド、64-bit 環境用には mfds64コマンドを明示的に実行すること

も可能です。 

コマンド例）mfds & 

上記 “&” を付加すると、設定済の COBOL 環境変数を基に別プロセスで mfds が起動されます。 

 

 

4) Windows マシンの Web ブラウザから、IP アドレスまたはホスト名:10086 ポートを指定して ESCWA へ接続し

ます。 

 

5) 製品に含まれている MQ 用の XA リソースを Enterprise Server インスタンスへ指定します。 

対象インスタンスが停止状態であることを確認後、[編集] アイコンをクリックします。 

 

 

6) 画面上部の [一般] プルダウンメニューから [XA リソース] を選択し、右側ペインの [新規作成] ボタンをクリッ

クします。 

 

 

7) 下記の内容を登録して [保存] ボタンをクリックします 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目名 説明 

ID 4 桁の ID を指定します。ここでは XAMQ を指定します。 

名前 任意の名前を指定します。ここでは QMAXA を指定します。 

モジュール 

XA リソースのフルパスを指定します。$COBDIR/lib に存在する 64 ビット用の

ESMQXA64.so（32 ビット用は ESMQXA.so）を使用します。 

例）/opt/mf/ED11PU2/lib/ESMQXA64.so 

OPEN 文字列 
キュー・マネージャーなど、必要な情報を指定します。 

例）TPM=CICS,AXLIB=casaxlib,QMNAME=QMA 

有効 チェックをオンにします。 
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8) セキュリティ観点から、Web リスナーのデフォルトステータスは [Disabled] になっています。安全を確認したう

えで、 [一般] プルダウンメニューから [リスナー] を選択し、表示された Web リスナーのステータスを 

[Stopped] へ変更後、 [適用] ボタンをクリックします。 

 

 

また、各リスナーの [tcp] の値がリモートマシンのホスト名または IP アドレスと一致しているか確認してくださ

い。 

 

 

9) 対象インスタンス開始後、コンソールログを表示して MQ インターフェイスが正常にロードされていることを確認し

てください。インスタンス開始前に MQ が開始されていなければなりません。 

コンソールログ：正常ロードの内容） 

 

 

注意）管理画面の開始ボタンを使用する際は casperm コマンドで設定するユーザーがプロセスオーナーとなり、

casstart コマンドを使用する際はコマンド実行ユーザがプロセスオーナーとなるため、このユーザーが MQ の管理

権限を持つグループに属する必要があります。たとえば mqm をグループとすれば、開始ユーザーアカウントはこの

グループに所属していなければなりません。 

 

 

6. PUT プログラムの準備と実行 

メッセージの PUT に使用する PCT と、これに呼ばれる CICS プログラムを準備します。 

 

1) ESCWA の [CICS] プルダウンメニューから [リソース] > [タイプ別] を選択後、左側ペインで [PCT] をクリ

ックし、右側ペインの [新規作成] ボタンをクリックします。 
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2) CICS構成のSITに指定したリソースグループへPCTを追加します。[名前] は任意ですが、ここではMQ00を、

[グループ] には SIT へ指定したグループである DBCS を、[プログラム名] にはサンプルプログラムである

MQ00 を指定し、[保存] ボタンをクリックします。 

 

 

保存後に [インストール] ボタンをクリックしてください。 

 

 

MQ01 も同様の手順で作成してください。 

 

 

 

3) PCT から呼ばれる MQ00 プログラムを確認すると、マップの SEND を行い MQ01 トランザクションを呼び出し

ています。 
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4) MQ01 プログラムでは入力値を判定後、MQ へ PUT する MQ02 プログラムを呼び出しています。 

 

 

5) MQ02 プログラムでは MQ にメッセージを PUT するため、MQ に含まれる下記のコピー文を

WORKING-STORAGE SECTION へ指定します。 

 

COPY CMQV. 

COPY CMQODV. 

COPY CMQMDV. 

COPY CMQPMOV. 

 

PROCEDURE DIVISION では作成したキュー名を指定して MQ をオープンしています。 

 

 

このプログラムでは CICS から入力されたメッセージを MQVALUE に保持しているため、この値を BUFFER へ

転送して MQ へ PUT しています。 

 

 

MQ をクローズしています。 

 

 

PUT 内容を確認するため、CICS WRITE OPERATOR を実行してコンソールログへ内容を出力しています。 

 

 

6) 前述の 3 つのプログラムをコンパイルして生成された実行ファイルを、対象インスタンスに指定した CICS トランザ

クションパスへ配置します。 

プログラムのコンパイルコマンド例） 

cob -u MQ00.cbl -C "DIALECT(MF) OSVS CHARSET(ASCII) CICSECM() COPYEXT(,cpy)" 
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7) BMSファイルをコンパイルして生成されたMOD実行ファイルを、対象インスタンスに指定したCICSマップパスへ

配置します。 

MOD ファイル生成 コンパイルコマンド例） 

mfbmscl mqset.bms /SYSPARM=MAP 

コピーブック生成 コンパイルコマンド例） 

mfbmscl mqset.bms /SYSPARM=DSECT 

 

8) PCTへ登録したMQ00トランザクションを起動して画面からメッセージを入力します。下記の例ではTEST MSG

をメッセージとして PUT します。終了は通信を切断してください。 

 →  →  

 

9) CICS WRITE OPERATOR によって出力された内容をコンソールログで確認します。 

 

 

10) キューの内容を確認します。 

ここでは MQ エクスプローラーから内容を確認します。画面で入力した値が格納されています。 

 

 

11) CICS 画面から入力した値が MQ の指定したキューへ正常に PUT されたことが確認できました。 

 

 

7. GET プログラムの準備と実行 

GET プログラムを呼び出す PCT と、この GET プログラムを準備します。 

 

1) PUTと同様にCICSのSITへ指定したグループへPCTを追加して [プログラム名] へCICSプログラム名を指

定します。ここではサンプルの MQGETWRT を指定し、[保存] ボタンをクリック後、[インストール] ボタンをクリ

ックします。 
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2) PCT から呼ばれる [MQGETWRT] プログラムでは、MQ メッセージを GET する MQMSGGET プログラムを

呼び出しています。 

 

 

3) MQMSGGETプログラムでは、MQに含まれる下記のコピー文をWORKING-STORAGE SECTIONへ指定し

ています。 

 

COPY CMQV. 

COPY CMQODV. 

COPY CMQMDV. 

COPY CMQGMOV. 

 

PROCEDURE DIVISION では作成したキュー名を指定して MQ をオープンしています。 

 

 

GET する間隔や長さを指定後、キューからメッセージを GET しています。 
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GET したメッセージがスペース以外の場合は、このメッセージを利用するプログラムを呼び出すロジックが下記に

なります。 

 

 

 

 

 

MQ をクローズしています。 

 

 

4) 前述の2つのプログラムをコンパイルして生成された実行ファイルを対象インスタンスに指定したCICSトランザク

ションパスへ配置します。 

コンパイルコマンド例） 

cob -u MQMSGGET.cbl -C"DIALECT(ENTCOBOL) CICSECM() CHARSET(ASCII) COPYEXT(,cpy)" 

 

5) TN3270 エミュレータから PCT で登録したトランザクションを起動します。 

 

これにより GET プログラムが起動されます。通信の切断により終了させます。 

 

6) MQMSGGET プログラムの中で指定している CICS WRITE OPERATOR によって出力された内容をコンソー

ルログで確認します。 

MQ から GET したメッセージが PUT メッセージと同様であることが確認できます。 

 

 

7) キューの内容を確認します。 

再度、MQ エクスプローラーから内容を確認します。PUT メッセージが GET により消去されました。 
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8. まとめ 

Enterprise Server インスタンスに登録した PCT プログラムを利用して TN3270 エミュレータから入力したメッセージ

が MQ のキューへ書かれ、このメッセージを同じく PCT プログラムから取得する方法を確認できました。 

 

 

9. 免責事項 

本チュートリアルの例題ソースコードは機能説明を目的としたサンプルであり、無謬性を保証するものではありません。例題

ソースコードは弊社に断りなくご利用いただけますが、本チュートリアルに関わる全てを対象として、二次的著作物に引用す

る場合は著作権法の精神に基づき適切な扱いを行ってください。 

 

本チュートリアルで学習した技術の詳細については製品マニュアルをご参照ください。 

 


